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クモノス巳〆ゴクの轟果に就いて

瀬木紀男*

T. SEGI: on油ecystocarps of Herposiphon'αto旬ett，αOKAM.

本邦産ヒメゴケ嵐Hertosipboniaの一種として，かつて岡村博士はクモノス

ヒメゴケ Hertosithoniatenella (C. AGARDH) NAEGELI怒る種を詳細に報告さ

れた。該種は四分胞子畿を有する無性体のみにつき査定記載されたもので，

有性体については未知のまま今日に至っている。然るに筆者が今般調査した

愛知県草伊川津産の豊富怠る材料中に，幾らかの重要たる襲果相賞教を有する

雌性体を見出し精査した結果，本邦産のクモノスヒメゴケは外周産の H.

teneUa (C. AGARDH) NAEGELI とは金〈異なったもので，新種 H.terminalis 

SEGI とすべきととが最も受賞怠りと判断するに至ったので之の概略を述べ

たいと思う。

伊川津産の本海藻はアマモ Zo山 'ramarina L の葉.上諸問・に附着して叢生す

る毛般の紅藻にして，体の構遣は岡村博士の記載及ぴ闘{日本海藻誌， 1936， 

p. 870;圃譜 VI，p. 22. 23頁， 264闘版， 1-9闘)と金〈一致し，同一種の

続物とJ思bれる。
本植物体の毛臥喋.仕ichobl踊 tは短僚(又は長僚)の先端部にのみ各闘節に

一本宛，少数 (1-3本)謹績して左巻きに生やる.毛払嘆の基部には，周心

細胞と明らかに匝別し得る闘き塊形の基部細胞basalcellが存在する。毛j依

葉は 1-3回分岐し，細長<， 50-600μ(平均 230μ 位)長<， 6-20μ 太

<.基部の方に太L。以上は短僚にある場合であるが長僚の場合は之より可

及り短かくして 30-250μ(平均 140μ 位)長<， 8-22μ 太し。通例1f.落

性にして，基部細胞 basalcel1は明瞭たる永績性の痕跡細胞 S回r-偲nとし
て残存する(第1闘参照)。基部細胞又は痕跡細胞及び頂端細胞は何れも徳利

形の中軸細胞から形成される。

プロカルプ及び麗果の形成過程は，本材料に於いて漸くにして観察し得た。

即ちプロカルは短僚の最先端に生守る毛赦葉の第二の闘節に生守る.短僚が

普三重脇立大動1t産拳官官

-5ー



74 議類第1!fe第S務昭和28年H!月

9-11関節を有する迄に成長すると，先端部に毛駄喋が出来lま巳め，それが

出来ると枝の先端の伸長は停止される。中軸細胞より形成された最先端の細

胞は，横に分割して一方は毛般葉として仲び，一方は頂端細胞api伺.1cellと

註りて留まるものと思われる (第1圃A参照)。又先端に頂端細胞を依き，

毛蹴葉を出す基部細胞或いは毛払守寵の名残りの痕跡細胞のみ観察される場合

も相官多い(第1圃D参照)。いやれにしてもプロカルフ・を生じた毛紙葉の

第二の関節は複雑君主分裂をはじめ，第ーの関節も横に分裂して数個の周心細

胞となり，基部細胞及び頂端細胞もその部の周心細胞と金〈直別がつか主主く

• 1 園
タモノ Z ヒメゴケ Herp08電pk側 iaterminaZiB SEGI 

A. 頃端細胞 (a)，基部細胞 (b)，痕蹴雌(母

及び毛放棄{幼を有する短僚の積端部 (X100)
B-E. 短像の種，々の頃端部を示す (x 100) 
F. 長者宅軟禁を有する短像の環端部 (X65) 

主主る。プロカルプが護謹すると，普通第三の闘節の細胞は押しつぶされた如

き形にて，プロカルプの頂部に建f1，第四閥節以下は脆落する(第 1圃.E及
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び第2圃A，B，C参脚も，第2闘Dtc示す如くかゑり後まで残存するもの

もある。かくて麓果は短僚の頂端に頂生すると見られる(長僚には形成され

たい)。麓果を有する短僚は他のものより太

<.且つ頑強で・長い(但L闘節白書k及び周心

管の教は他のものと饗ら7'J:い)。嚢果は長〈

且つ太くなった短僚の頂端に頂生し，単調

に生じ，壷形を怒し，頂端に長い頚と裂口

を有L，大きく， 390-570x600-825μ 位

の大きさを有する{第2園 H参照)。

本種と外聞産の H.tenella (C.. AGARDH) 

NAEGELI と比較するに，後者は FALKEN-

BERGの記載及び岡田NGLERu. PRANTL'S， 

Naturlichen Pflanzenfamilien， 1. Teil Abt. 

2 (189町p.459，Fig.258.A)より判断すれば，

護果は短僚に側生し，且つその形は“kuge-

lig"又はもiformig"なるも，本材料にては

前越の如〈にして斯様訟ととは金〈ない。

又 BORG酪聞の H.spec. (Mar. Alg. of the 
Dan. W白iI.Ind.， vo1. 11 (1915-1920) p. 

474. fig. 431)に於いては，校の先端が“re-

newed growth" するとと多きも，本海藻 E 

にては斯様訟とと又なし諜果は必らす=頂

F 

第 2 園

生する。

以上の如き差異により本海藻を H.ter初 j-

nalis SEGI と命名し，その詳細た記載等は

クモノスヒメゴケ

Herp08電phoniatermI!旬aliB極GI
A-G.嚢呆の形成 (x 50) 
H. 成熱せる重量巣 (x15) 

近刊の三重勝立大串水産皐部報告(敏文)に譲りたいとJ思う。
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